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高崎市に本社を構え、

総合建設と鉄骨製造の２

本柱で事業を展開してい

ます。創業 年となりま

すが、その歴史の中でも

大きな変革期を迎えてい

ると感じています。

やカーボンニュートラル

といった世界的な潮流へ

の対応は、われわれのよ

うな中小企業も取り組ま

なければならない段階に

きています。

時代の変化を敏感に察

知し、チャンスと捉えて、

イノベーションを起こし

たい。重要なのはワクワ

ク感を持って楽しむこと

です。そうすることで自

ら考え、行動するように

なるでしょう。一歩踏み

出せば、次のワクワクが

生まれる。この繰り返し

が、達成感ややりがいに

つながります。小さなこ

とからでいい。自分のワ

クワクを探してみましょ

う。

冬木工業代表取締役

大竹良明氏

自分のワクワクを探そう 真のプロ を目指したい
「プロフェッショナル

マインド」が本年度の抱

負です。私たちは文具と

オフィスの専門事業者と

してお客さまに支えられ

てきました。しかし

が進展し、誰もが簡単に

知識をまとめ、情報を得

られる時代では生半可な

レベルではもはや プロ

とは言えません。

プロとはスペシャリテ

ィーとホスピタリティー

を兼ね備えた人。専門家

であるだけでなく、お客

さまにどのような価値を

もたらすかを親身に伝え

る。この両方ができてこ

そ真のプロです。

「時間」が最も貴重な

リソースとなった今、お

客さまの貴重な時間を有

意義なものにするために

も、働く私たち自身が豊

かで意義ある時間を過ご

すためにも、この姿勢を

大切にしていきたいと考

えています。

アサヒ商会代表取締役社長

広瀬 一成氏

新たなスタイルを模索
学習塾業界では、少子

化の影響で特に過疎の進

んでいる地域で生徒の確

保が難しい状況にありま

す。その中、小学校低学

年講座の充実、小学校受

験市場への参入、太田で

の日本語学校の開校な

ど、教育の枠組みの中で、

ビジネス領域を広げ、顧

客を増やす努力をしてき

ました。

社内組織では世代交代

の時期を迎えており、私

を含めた ～ 代の社員

が、経営の根幹に携わる

場面が増えてきました。

今年は新しい市場を見

つける努力を続けなが

ら、群馬の教育レベルを

高め、地方から人材を輩

出するミッションに立ち

返りたいと思っていま

す。小型校舎の展開を進

めつつ、生徒個人ごとの

ニーズに応えていくスタ

イルを確立していこうと

考えています。

うすい副社長

柴崎 大海氏

豊かな未来創造に貢献
当グループは「お客さ

まの資産価値最大化」を

経営基本方針に掲げてい

ます。的確な市場環境分

析と深度あるお客さま理

解に基づいた質の高いコ

ンサルティングやソリュ

ーションを提供して、中

長期的なお客さまの資産

価値向上に取り組み、資

産運用立国の実現と金融

・資本市場を通じた豊か

な未来の創造に貢献して

まいります。

当グループは、社会問

題の解決、未来の社会と

金融・資本市場の発展の

ため、積極的にサスティ

ナブルファイナンスの促

進に取り組んでいます。

全てのステークホルダー

の皆さまに必要とされる

存在となれるよう、サス

ティナブルで豊かな社会

の実現のための新たな資

金循環の仕組みづくりに

グループを挙げて取り組

んでまいります。

大和証券高崎支店長

押上 剛人氏

高崎健康福祉大学
理事長学園長

須藤 賢一氏

変革はアイデア次第
イノベーション＝最先

端科学技術と考えがちで

すが、テレビでは「転職

代行業」の が盛んに

流れています。学生や主

婦をはじめ、多くの方々

が起業する例も耳にする

ようになりました。最近、

「退職代行業」なる生業

の存在を聞いて驚いた記

憶があります。想像は創

造です。イノベーション

もアイデア次第ですね。

私の本年度の抱負は、

心理学科の設置認可申請

書を提出することに尽き

ます。心理学科の開設は

2026年度に予定しており

ます。

本学が設置する８学科

の専門分野は国連が提唱

する と極めて親和

性が高く、学生が学ぶ進

捗度と との関連度

に適用できる方程式はな

いだろうか、と自問自答

している今日この頃で

す。

150年ぶりのチャンス
５年前から進めてきた

総菜を含めたミールキッ

ト工場が 月に完成しま

した。この工場には、消

費期限が３日程度だった

ものを７日まで延ばせる

設備を導入し、中には日

本で８台目となる設備も

入ります。

工場が完成すると農産

物の付加価値を上げなが

ら、消費者の方々に手に

取ってもらえる価値ある

商品化をより早く進めら

れます。

かつて国際分業論を進

めた中で日本の農産物と

食は、際立つ安さになり

ましたが、今、その状況

は逆転し、日本の農業は

150年ぶりのチャンスで

す。この時代に平成初期

から農業の６次産業化に

取り組む当社は、お客さ

まにより喜ばれる商品づ

くりに、経営者とスタッ

フが一丸で頑張っていき

たいと思います。

グリンリーフ・野菜くらぶ
代表取締役社長

沢浦 彰治氏

働き方改革をより一層推進
当社の生産システムを

担う人材の育成を目指し

て、長年にわたり研修施

設の「教育センター」で

新入社員教育を実施して

います。

入社後１年間は技術研

修を受講するため、同期

入社の社員の仲間意識が

強まります。配属後も業

務上の諸問題の解決など

を通して、互いに助け合

う関係が続きます。

教育センターでは建築

に関する基礎的な研修に

加え、現場での実習カリ

キュラムを充実させてい

ます。建設業は、エッセ

ンシャルワーカーとして

社会で活躍できるステー

ジであることを自覚し、

社員一同業務に励んでい

ます。

本年度は、働き方改革

をより一層推進し、働き

がいのある会社づくりを

進めていきたいと考えて

います。

ヤマト代表取締役社長

町田 豊氏

富士スバル代表取締役
会長兼ＣＥＯ

斎藤 郁雄氏

最善のサービスを提供
昨今のデジタル技術発

展により、お客さまは事

前に十分な情報収集をさ

れ、ご来店時には限られ

た時間で高い成果や満足

を得ることを志向してい

ます。

その要望を超えるサー

ビスを実現するため、社

員一人一人のタイムパフ

ォーマンス向上を重要視

しています。常に時間を

意識した行動を取り、高

いアンテナを張って情報

収集し、お客さまへパー

ソナライズを活用した最

適な提案をする。アフタ

ーフォローにおいても迅

速かつ丁寧なコミュニケ

ーションを積み重ね、お

客さまと信頼関係を構築

する。

経営理念

」のもと、心から

のありがとうを共鳴し、

ステークホルダーの皆さ

まへ最善のサービスをご

提供していきます。

プリマベーラ・リユース
事業部社長執行役

守田 達郎氏

新しいステージへ進化
今期のテーマは 自分

がやらずに誰がやる♪

を掲げ 全員経営を通じ

て 経営理念の実現に向

けて 全従業員で取り組

んでいきます

自走・自創する企業に

するために今まで取り組

んできましたが さらに

新しいステージへ進化さ

せます 会社のツールで

ある 日報革命 実行革

命 を使い 決定サイクル

を早く回し 実行力を高

めて やらされ感 ではな

く 自主的に 積極的に

前向きに 自分ごとにし

ていく それが 自分がや

らずに誰がやる♪ です

今後 専門性の高い業

態の出店を進めます ８

月にはアメカジ専門店の

を出

店 また新しい顧客を創

造しました この店舗も

現場の意見を取り入れた

出店を行うことができま

した

起業家発掘プロジェクト「群馬イノベーションアワード（ ）

2024 上毛新聞社主催 田中仁財団共催 のファイナルステージが12

月14日、前橋市の日本トーターグリーンドーム前橋で開かれる。

本番を前に、プロジェクトを支える協賛社トップに、それぞれの成

長戦略や注力する事業、今期の抱負、ファイナリストへのエールを

寄せてもらった。
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